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出席者は記録者が印を付ける。
出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・看護グループ内研修があります。

日　時：3月12日（月）3月13日（火）17：20～18：00
場　所：病院メンタル３階会議室　対　象：看護・介護全スタッフ
テーマ：「救急対応」「点滴ラインの取り扱い」
　　　　※「点滴ラインの取り扱い」は看護スタッフのみです。
講　師：看護中級スタッフ
　3/11（日）までに出欠の入力をお願い致します。
・3月11日Ｄｒオイゲンコウ氏のスタッフレクチャー参加希望について
日時：平成24年3月11日（日）場所：こころすこやか会館
①スタッフレクチャー：16：00～17：30
参加希望の方は、青山荘→3月11日講演会・スタッフレクチャーの参加希望に記入お願い致します。
・事故対策委員会より2月の発生事故、インシデントが添付されています。各自確認し、安全管
理に努めていきましょう。
＜患者様連絡事項＞

・中居　松男様～転入後より色情行為や迷惑行為あり、本日も気分変動や他者への迷惑行為が
見られているため主治医に情報提供し9時30分より終日隔離開始となってい

ます。また昨日より食事促すも「毒が入っている」との妄想あり不食されてい

ます。水分は摂取出来ているため、主治医へ報告しエンシュアリキッドが2-2-2

で本日の夕より処方となっています。

・石倉　武雄様～家族教室ですが明日の14：00に帰院してから妻と本人様に3回目の家族勉強会

を実施して下さい。当日行なうスタッフはビデオ4の「アルコール依存症から
の回復」を家族とみて感想や今後断酒が必要だという説明をお願いします。

・高橋　礼子様～４日間排便が確認出来ておらず、主治医指示にてグリセリン浣腸120ｍｌ施行

しています。反応便中等量確認している。

・田中　正士様～5日間排便が確認出来ておらず、主治医指示にてグリセリン浣腸120ｍｌ施行

しています。反応便量確認している。

・向井　敦子様～入院後より便秘気味であり、昨日下剤服用したが反応便なく本日も腹部膨

　　　　　　　　満感の訴えある為日直医へ報告しアローゼン2包就床前に１日分処方とな

　　　　　　　　っています。排便状況の確認をお願いします。

・峰田　満男様～他科薬のパセトシンが飲みきり止めの指示ありますが、昨日より発熱等が

　　　　　　　　あり、主治医に報告しています。当直医より点滴が２日分処方となってい

ます。

＜措置入院患者様ケース検討＞

東病棟の措置入院患者様は現在、2名で経過。

· 藤井　崇史様～西病棟にいた際は患者様を陰で操作することはあったが、現在は見られては

いない。現在は落ち込み気味な様子はあるが周辺の日課等は行えている。

また、家族面会時にも暴言を言われることはない。精神症状の観察と周囲との

トラブルや家族への暴言が無いよう注意して下さい。

· 成田　勝弘様～他者の目を気にする行動が見られています。自分に対して気に入らないこと

があるとずっと不満を話される事があります。服薬についてはロゼレムを誤

魔化して飲んでいないと同室者から情報あります。デポ剤については本人か

ら拒否があります。作業は自室で行ったり行わなかったりすることがありま

す。またSSTについては拒否が強く見られることがあります。精神症状の観

察と周囲とのトラブルが無いよう注意して下さい。
＜年度末の環境整備実施計画について＞

年度末に向けて以下のことを重点的に行いたいと考えています。

・ワックス掛け

・倉庫整理

・隔離室格子側の掃除

日程については現在東ＳＧＭと調整中ですので、決まり次第皆さんへご報告いたします。

＜事故発生状況の振り返り＞

事故内容：石倉　武雄様の就床前薬の服用確認不足

（経過）

2/29の20：45分に来詰され、就床前薬の内服を希望。スタッフが薬袋を切り、本人の手に錠剤

を渡す。石倉様は「どうも･･･」と手に取った錠剤を口へ含み、持参したコップで水を飲みながら

自室へと戻っていく。3/1の18：30夕食後、自室に戻っている為夕食後薬を持参し石倉様の部屋

へ訪室する。自室にてラジオを聴きながら読書している。床灯台にティッシュの上に乗せた錠剤

を2錠発見する。石倉様へ確認すると、「いやー飲み忘れたんだと思います。昨日の夜眠れなかっ

たので。昨日受け取りました。」と話されていた。錠剤を回収し、確認すると臨時薬にて処方され

ている。就床前薬のロンフルマン（0.25）1T、プラバスタチン（10）1Tである事が判明してい

る。









（経過から）

・患者様の精神症状を視野に入れた適切な与薬方法を行わなかった。

・スタッフの軽率な行動により、患者様へ就寝前薬が与薬されていなかった。

・アルコールプログラム等で訪室することはあったが、床頭台の上には本人のテキストや筆記用

　具などの道具が上がっていたため確認は出来なかった。

・その日の物ではないのであればどこかに隠しておいていた可能性も高いと思われる。

・夜間はスタッフ人員の関係上２人で服薬確認が行えていない。

（今後の対応についての意見）

・服薬できたか口腔内の確認を行う必要はある。

・完全にその場で飲んだのを確認してから自室やホールへ動いてもらう。

・必要に応じて砕いて服薬させたり、砕かないで飲ませることも必要だと思う。

・一番は確実に服薬したのを確認することが大切

・場合によって手に錠剤を載せるのではなく、直接口に入れた方が確実に服薬できると

　思われる。

